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■今月の土木■

■湧き上がる宝の水：東山円筒分水槽
３つの農業用水に公平に分配する円筒分水漕（1955年完成）
で、2020年に国の登録有形文化財（建造物）に登録されまし
た。直径9.12m、高さ約2.5mで、各水路へ分配される水量は、
水槽の縁の仕切り壁の位置（円周の長さ）で決まります。溢れ
る水の落差がこれだけあるものは珍しく、「日本一美しい円筒
分水槽」と評され、観光スポット・パワースポットとして注目
されています。水量が多いのは5～7月。
※あいの風とやま鉄道魚津駅より車で約12分／市民バス「天
神ルート」東山公民館にて下車、徒歩約800ｍ
【写真：富山県魚津市観光協会提供】
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